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緒　　言
　旧石器時代の一時期を担う細石器文化は、後期旧石器

時代から新石器時代にかけて北方地域を中心に世界中で

認められ、石器製作技術が最も発達した段階であるとい

われている。日本列島内においても広域的に盛行するが、

北と南で大きく分かれる二つの特徴的な文化様相が展開

している。中でも、東北日本地域に展開する ｢楔形｣ 細

石器文化は広く大陸地域まで分布するのに対し、西南日

本地域を中心に広がる ｢稜柱形｣ 細石器文化は、石器群

として展開する地域は旧石器時代では日本列島以外に殆

ど類例がない。この二つの細石器文化は、石器形態の相

違だけではなく、遺跡分布範囲と共に石器製作の工程と

各遺跡における作業単位が全く異なることが想定されて

いる。それは、同じ細石器を用いる文化の中で、石器群

の構造すなわち人類の行動形態が異なることを意味して

いる。空間を異にする二つの細石器文化がどのように関

連し成立しているのか、両者における共通性と相違性を

抽出し、遺跡を連関して行われる石器製作作業のパター

ンを解析することが必要である。

　そのような細石器文化を巡る人類の行動形態は日本列

島内だけでは留まらず、大陸における様相とも関係して

くることが推察される。その上で重要となってくるのが、

最も近接する韓半島との関連性である。 韓半島の細石

器文化研究は 1961 年石壮里遺跡において旧石器文化の

発見と共に開始されたが、本格的に理解されるようにな

るのは 1983 年垂楊介遺跡の発掘以来である。垂楊介遺

跡では数万点に及ぶ細石器関連資料が出土され、現在に

おいても最大規模の細石器文化の遺跡として知られてい

る。そしてまた当遺跡出土細石器の分析により、部位名

称と技術体系の理解及び形式分類が行われ、他遺跡出土

の細石刃関連石器との比較と共に、細石器文化研究が本

格的に開始されることとなる。また ‘ 剥片尖頭器 ’ とい

う全く製作体系の異なる石器が共伴するという事実も、

日本列島とは異なった韓半島独自の石器時代編年の概念

を体系化させるものとして注目された。その後、全国的

に発掘調査が活発に行われるにつれ細石刃関連石器が出

土する遺跡の発見も急増し、ほぼ韓半島全体にその広が

りが見とめられることが明らかになる。その結果これま

で石器形態に集中してきた研究の傾向に代わり、旧石器

文化としての全体的な視野から細石器文化を解釈する観

点が生まれてくる。特に剥片尖頭器をはじめ石刃を用い

た石器類との関連性に視点が置かれ検討が進められてお

り、韓国研究者の中でも研究の範囲は韓半島を越え大陸

地域と日本列島に拡大されてきている。しかし、現在ま

で韓半島で確認されている細石器文化遺跡は約 50 遺跡

余であるが、その殆どが ｢楔形｣ 細石器石器群であり、

日本列島で見られるような稜柱形細石器石器群の展開が

未だ確認されていない。しかし僅かながら出土している

ことも事実であり、二つの細石器文化の存在がみとめら

れる。またその他、細石器石器群とともに剥片尖頭器を

伴う石刃石器群が共伴する遺跡が半数以上を占めて検出

され、日本列島とは大きく異なる石器群の様相がうかが

える。

　しかし、東北アジアにおいて、旧石器時代の考古資料

に関する基礎的な資料データ・分析を含んだ調査報告が

なされている遺跡は未だ多くなく、石器群の全体像が不

明瞭な場合が殆どである。一方その中でも韓国では、最

近頻発している発掘事業により良好な資料が大量に報告

されており、東北アジアの旧石器時代研究において欠か

せない位置にあるといえる。特に、石器製作が一遺跡に

おいて完結するものではなく、複数の遺跡にわたって遂

行されるという推察 ( 安蒜 1977 など ) を踏まえると、

石器製作・使用・廃棄の一連の作業を通して見られる遺

跡間の連関関係を把握する中で、上述のような課題に接

近することも可能と思われる。一遺跡から出土する石

器群は過去人類の行動形態を示す作業工程の一端を示す

ものであり、他の石器群との連動のもとで成り立つもの

であることを常に理解しておかなければならない ( 大谷
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図 1　遺跡の分布状況

表 1　細石核と細石刃の組成と石材利用状況による分類
　　　　　　　　　細石刃
細石核

A : 複数石材の細石刃 B : 単一石材の細石刃 C : 細石刃不在

1 : 複数石材の細石核 
1A：複数石材の細石核 +　
　　 複数石材の細石刃

1B：複数石材の細石核 +　
　　 単一石材の細石刃

1C：複数石材の細石核のみ

2 : 単一石材の細石核
2A：単一石材の細石核 +　
　　 複数石材の細石刃

2B： 単 一 石 材 の 細 石 核 +  
　　 単一石材の細石刃

2C：単一石材の細石核のみ

3：細石核不在 3A：複数石材の細石刃のみ 3B：単一石材の細石刃のみ
3C：細石核・細石刃不在　 
　　( 細石核調整剥片のみ )

 

2006・2008)。

　本論では韓半島を中心に、現在までに確認された細石

器遺跡の構成を整理し、各遺跡において展開された作業

工程を解析する事を目的とする。先に述べたように、特

徴遺物の技術・形態的分類のみによらず、各遺跡で確認

される石器組成・石材構成・共伴遺物を分析対象とし、

遺跡の性格を解析する。これにより、遺跡間の差異を石

器群の性格として把握し、韓半島における細石器文化の

一端を復元したい。

研究の方法
　韓半島で確認されている細石器を保有する遺跡は地表

採集・発掘調査を含め、全部で 50 箇所を越える。その

中で石器・石材組成に注目すると、各遺跡で特徴的な状

況が認められる。特に細石核と細石刃の組成を確認する

と、一遺跡内において多様な、または単純な石材利用の

状況を把握することができる。

　ここでは、韓半島において細石器を保有する遺跡を石

器組成と石材構成を基準とし分類した 1)。石器組成にお

いては細石核と細石刃の出土状況に注目し、細石核と細

石刃が出土する遺跡、細石核のみ出土する遺跡、細石刃

のみ出土する遺跡、また細石核と細石刃いずれも出土せ

ず、細石核調整剥片のみ出土する遺跡など、細石核・細

石刃の有無を基準として分類を行った。また石材利用の

状況からは、複数の石材を利用する遺跡と単一の石材を

利用する遺跡とに分けて観察した。特に石材の種類につ

いては、肉眼で分類可能であり原産地が限定される黒耀

石と水晶をそれぞれ一つの分類項目としたほか、硅質頁

岩・流紋岩・凝灰岩・ホルンフェルスなどの名目で報告

されているものを ‘ 頁岩系 ’、また韓半島において石器

石材として最も頻繁に活用される石英・硅岩等を ‘ 石英

系 ’ とし一つの項目にまとめ、合計 4 つの区分を設定し

た。

　このように、細石核と細石刃の出土状況と石材構成を、

細石核を基準として 1 ～ 3 類、細石刃を基準として A

～ C 類を設定し、これら細石核・細石刃の組成と石材

利用状況の項目を互いに掛け合わせると、1A・1B・

1C・2A・2B・2C・3A・3B・3C の 9 つに分類すること

ができる ( 表 1)。

　細石核と細石刃の両者を保有する遺跡では、複数石材

から構成される 1A・1B・2A 類と、単一石材から構成

される 2B 類との大きく二つに分けることができる。そ

の中でも、細石核は複数石材からなるのに対し、細石刃

は単一石材のみからなる 1B 類、また反対に細石核では

単一の石材が用いられながらも細石刃では複数種類の石

材から構成される 2A 類など、細石核と細石刃の石材構
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成が異なる状況が確認される。このような状況は細石核

あるいは細石刃が存在しない遺跡においても見られ、複

数石材から構成される細石核または細石刃を保有する

1C・3A 類と、単一石材から構成される細石核または細

石刃を持つ 2C・3B 類に分類される。その他、細石核・

細石刃両者全てが伴わず、細石核打面または作業面再生

剥片などの調整剥片のみが確認される遺跡も細石器遺跡

における工程の一部分として 3C 類を設定した。

　遺跡の分布状況を類別に見てみると、複数石材から構

成される 1A 類の遺跡が韓半島中央部にやや集中してい

ることがわかる ( 図 1)。一方、単一石材から構成される

2B 類は南西部地域に比較的まとまった傾向が確認され

るが、全体的に各分類での偏りはそれほど大きくないこ

とがわかる。次に分類ごとの遺跡の様相と石器・石材組

成を見ていきたい ( 表 2、図 2)。
1.　1 類

　1A 類では多様な石材構成がみとめられるが、特に黒

耀石の利用頻度が高い点で共通する。細石核・細石刃

共に同一の石材を用いる遺跡が多い中、東海基谷遺跡 B

地区では細石刃で用いられている黒耀石が、細石核に

は利用されていない。また下花渓里Ⅰ遺跡 1 地区では、

細石核に用いられた頁岩系石材が細石刃では確認されて

いない。同様に下花渓里Ⅲ遺跡では細石核で見られる石

英系・水晶などの石材が細石刃に利用されていない。こ

のように一遺跡における細石核と細石刃の組み合わせは

多様であり、両者は必ずしも同じ石材構成を示すもので

表 2　分類ごとの遺跡の様相

　　　　　　　　　細石刃
細石核 番号

A : 複数石材からなる細石刃

番号

B : 単一石材からなる細石刃

番号

C : 細石刃不在

1 : 複数石材の細石核 

8 　下花溪里Ⅰ (1 地区 ) 3 　長興里 2 　萬達里

10 　下花溪里Ⅲ 42 　月坪 40 　曲川 (8 文化層 )
12 　好坪洞 1 地域
17 　基谷 B 地区
20 　垂楊介Ⅰ地区
25 　石壯里
48 　新北

2 : 単一石材の細石核

9 　下花溪里Ⅰ (100 地区 ) 11 　民楽洞 1 　屈浦里

13 　好坪洞 2 地域 21 　垂楊介Ⅲ地区 5 　上舞龍里Ⅱ
46 　大田 24 　老山 2 地点 7 　ドルトゴリ※
52 　月城洞 26 　老隠洞 B-1 地区 15 　坪倉里※

28 　新幕 18 　頭鶴洞
29 　ジングヌル ( 下段 ) 22 　清堂洞
30 　沙根里 27 　大井洞
41 　竹山 32 　下加※
53 　壬佛里 33 　グジョンゴル※
56 　中洞 34 　瑟峙里※
57 　高山里 35 　密登※

37 　松田里
38 　下青丹※
44 　錦城※
45 　堂下山
47 　沙倉
49 　東顧枝※
50 　龍沼※
51 　寒洞
54 　集賢

55 　古禮里

3：細石核不在

16 　基谷 A 地区 4 　上舞龍里Ⅰ 19 　チャンネ C 地区

31 　砧谷里 6 　軍炭里※ 23 　セムゴル
14 　三里５地区 36 　舟山里
39 　曲川 (9 文化層 )
43 　金坪
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図 2　分類ごとの石器・石材組成 0　     　  5cm
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はないことがわかる。

　1B 類を見てみると、長興里遺跡では黒耀石製細石核

と頁岩系細石核が出土したが細石刃は全て黒耀石を利用

したものであり、頁岩系の細石刃は出土していない。ま

た月坪遺跡でも頁岩系細石核と水晶製細石核が確認され

ているが、細石刃は全て頁岩系石材から構成される。一

方、各遺跡において細石刃が伴わない細石核には同一石

材の剥片・砕片なども出土していることから、小規模な

がらも作業が展開されたことがわかる。また全体の石材

構成ではどの遺跡でも石英系石材の割合が高いが、細石

核・細石刃には利用されていない点で共通している。

　1C 類を見ると、萬達里遺跡では黒耀石製細石核 7 点

のほか石英系石材の細石核が 1 点出土している。曲川

遺跡 8 文化層では石英系と頁岩系石材の細石核が 1 点

ずつ確認されているほか、頁岩系石材の細石核打面再生

剥片が 2 点共伴する点で注目される。

　そのほか共伴する石器の組成を比較してみると、多く

の遺跡で大量の削器・掻器・彫器が伴うことがみとめら

れる。特に 1A 類の下花渓里Ⅰ遺跡 1 地区では削器・彫

器が集中的に出土していることがわかる。石材は石英系

石材を主体とする遺跡が多いが、利用石材の一部には細

石核・細石刃に用いられた黒耀石・頁岩系・水晶などが

含まれる場合が殆どである。

　1B 類における削器・掻器・彫器の様相を見てみると、

月坪遺跡では削器・掻器が石英系石材を主としているの

に対し、彫器では細石刃と同様の頁岩系石材が利用され

る。一方、長興里遺跡では彫器が全て石英系石材から構

成されているのに比べ、削器・掻器は細石刃と同じ黒耀

石が利用されている。また出土数量を比較すると、月坪

遺跡では削器より掻器の数量が多いのに対し、長興里遺

跡では削器が圧倒的に高い比率を占めており、各遺跡で

組成が大きく異なることが確認された。

　1C 類では、曲川遺跡において削器・掻器・彫器が数

量ずつ確認されているが、全て石英系石材から構成され

ており、細石核とは石材を異にしている。

2.　2 類
　2A 類では、下花渓里Ⅰ (100 地区 ) 遺跡において黒耀

石製の細石核・細石刃を主体としているほか、細石核で

は用いられていない水晶・頁岩系・石英系石材の細石刃

が共伴する。また好坪洞遺跡 2 地区では石英系細石核・

細石刃のほか、黒耀石、頁岩系石材を用いた細石刃が共

伴しており、月城洞遺跡では頁岩系石材の細石核・細石

刃と共に黒耀石製細石刃が確認されるなど、細石刃にお

いて多様な石材構成を示す。一方大田遺跡では、細石核

は頁岩製石材のみから構成されるのに対し、細石刃は石

英系石材を主体としている点で他の遺跡と異なる。

　2B 類では他の類に比べて遺跡数が多いが、各遺跡で

出土した細石核・細石刃の数量は高山里遺跡を除くと少

量に過ぎない。民楽洞遺跡で黒耀石製細石核・細石刃が

出土しているほか、全ての遺跡が頁岩系石材から構成さ

れている。

　2C 類では殆どの遺跡で細石核の出土量が少なく、大

田洞・清堂洞・頭鶴洞・上舞龍里Ⅱ遺跡では単独で出土

した。また松田里・沙倉・寒洞・集賢遺跡では細石核打

面・作業面再生剥片が確認されている。多くの遺跡で頁

岩製石材を利用している中、頭鶴洞遺跡ではチャート製

の細石核が出土している。

　そのほかの石器を観察すると、次のような結果である。

　2A 類における削器・掻器・彫器の組成を見てみると、

月城洞遺跡では彫器、下花渓里Ⅰ遺跡 (100 地区 ) では

削器が集中的に出土しており、組成に偏りがあることが

わかる。

　2B 類では削器・掻器・彫器の数量も少なく、特に彫

器は老隠洞・新幕・高山里遺跡からのみ確認された。そ

の中で老隠洞遺跡では比較的まとまった量の彫器が出土

しているが、全て細石刃と同様の頁岩系石材が利用され

ている。

　2C 類における削器・掻器・彫器では、細石核と同様

の石材が多く用いられているが、上舞龍里Ⅱ遺跡では細

石核で利用された頁岩系石材が確認されておらず、また

頭鶴洞遺跡では彫器に頁岩系石材、削器に石英系石材が

用いられるなど、多様な石材構成が確認された。
3.　3 類

　細石刃が伴わない 3 類では石英系石材を主とする遺

跡が多い。一方上舞龍里Ⅰ遺跡はすべて黒耀石で構成さ

れ、また舟山里遺跡は頁岩系石材が 9 割以上を占める

など、石英系以外の石材を主体とする遺跡もみとめられ

る。

　3A 類の石器・石材組成を見てみると、基谷 A 遺跡で

は細石刃 2 点が出土し、頁岩系と石英系石材各 1 点か

ら構成される。砧谷里遺跡では 10 点の細石刃中、頁岩

系 5 点・石英系 3 点・水晶 2 点からなり、様々な石材

が用いられていることがわかる。

　3B 類では三里・上舞龍里Ⅰ遺跡で黒耀石を主体とし、

曲川遺跡 9 文化層で石英系石材、金坪遺跡では頁岩系

石材を中心としている。その中で、黒耀石を利用する三
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里・上舞龍里Ⅰ遺跡ではまとまった数量の細石刃が出土

している。

　3C 類では全ての遺跡で細石核打面再生剥片が 1 点ず

つ確認されており、石材も全て頁岩系石材から構成され

る点で共通する。

　その他の器種では、3A 類の削器・掻器・彫器の組成

に注目すると、両遺跡では削器の出土量が卓越している

が彫器が少ない点で共通している。また削器の一部には

頁岩系石材が利用されている点でも類似する。

　3B 類を見てみると、金坪遺跡では削器が出土してい

ないが、掻器・彫器は全て細石刃と同様に頁岩系石材か

ら構成されている。一方上舞龍里Ⅰ・三里遺跡では全て

の彫器と削器の一部が細石刃と同じ黒耀石から構成され

るのに対し、削器の大半と全ての掻器は主に石英系石材

が用いられており、遺跡ごとに大きく異なる傾向が確認

された。

　3C 類を見てみると、セムゴル遺跡では削器を中心と

して多くの掻器・彫器が出土しているが、その多くが石

英製石材からなり、細石核調整剥片とは石材を異にして

いる。一方舟山里遺跡では掻器 3 点のみが確認されて

いるが、全て細石核調整剥片と同様の頁岩系石材から構

成される。

　このように同じ類内でも遺跡ごとに石器・石材構成に

違いがあらわれた。特に細石核・細石刃製作とそれ以外

の削器・掻器・彫器などの石器類の製作が互いに関連す

る遺跡と、ほぼ別系統で進行される遺跡があることが確

認される。

分析結果
　各遺跡における石器組成と石材構成は、分類ごとに特

徴を持ち、大きく異なることが確認された。それらの特

徴をもとに遺跡で行われた作業工程を推考・復元してみ

たい。

　まず複数石材の細石核・細石刃から構成される 1A 類

では、多様な個体を用い細石核原形製作から細石刃剥離

までの一連の工程が行われた痕跡を残す遺跡が多い。特

に垂楊介Ⅰ・好坪洞遺跡 1 地区などからは細石核打面・

作業面再生剥片など細石核調整剥片も一定量出土してい

ることから、細石核の調整を頻繁に行いながら作業を進

行していく過程が窺える。また各遺跡では石材組成に偏

りがあり、主体となる石材を基本としそのほか複数の石

材を補完的に利用していたものと推察される。

　複数石材の細石核と単一石材の細石刃を保有する 1B

類では、細石刃を伴う細石核と細石刃を伴わない細石核

が共伴している。前者では細石核の調整から細石刃剥離

までの過程が行われたことがわかるが、後者では細石刃

製作まで至らなかった可能性が高い。一方、細石刃が伴

わない細石核と同一石材から構成された剥片・砕片以外

にも、削器などの石器類が僅かながらも確認されている

ことから、細石刃製作以外に細石核調整、削器製作など

の作業が行われていたものと推察される。しかし細石核

の形態から見ると、両者共に作業が進行した形で廃棄さ

れたものが多く、ほぼ作業の終了段階に該当するもので

あると考えられる。

　複数石材の細石核のみを保有する 1C 遺跡では、細石

核のほか伴う資料が多くないことから、作業を明確に

復元することは難しい。こうした中、曲川遺跡 8 文化

層では細石核打面再生剥片 2 点が確認されていること

から、細石核調整が行われたと判断される。ただし遺跡

から出土した細石核とは異なる個体である可能性が大き

く、細石刃が伴わないことからも、石核調整を施した後

には細石刃剥離が行われないまま遺跡外に搬出された可

能性も考えられる。また、これら細石器関連遺物とは異

なる石材による削器・掻器などの石器類が共伴すること

から、細石刃製作とは別途に作業が進行されたものと推

定される。

　単一石材の細石核と複数石材の細石刃を保有する 2A

類では、主に細石核と同一石材の個体において一連の細

石刃剥離作業が行われたものと推察される。特に大田遺

跡では細石刃剥離以前の細石核原形が確認されており、

細石核原形製作から細石刃製作に至る過程を復元するこ

とができる。一方、細石核を伴わない細石刃は遺跡外か

ら搬入された可能性が高く、使用後そのまま廃棄された

ものと思われる。

　単一石材の細石核と細石刃から構成される 2B 類では、

細石核調整から細石刃剥離までの一連の過程が遺跡内で

行われたものと思われる。しかし全体の石器構成からみ

ると、複数石材の細石核または細石刃を伴う 1A・2A 類

よりは比較的小規模に作業が展開したと推察することが

できる。一方、細石刃と比べて細石核の出土量が多い老

山・ジングヌル・中洞遺跡などでは集中的に細石刃製作

が行われた後、細石核と細石刃の一部が搬出された可能

性が高い。

　単一石材の細石核のみから構成される 2C 類ではいく

つかの仮説を立てることができる。まず、細石核と共に

細石核打面再生剥片など細石核調整剥片が伴う遺跡では
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細石刃製作が展開した痕跡がみとめられないことから、

石核調整後の細石核はそのまま遺跡外に搬出され、残り

の細石核については遺跡内で廃棄されたものと推察され

る。また細石核調整剥片を伴わず、細石核が単独で出土

した遺跡においては、細石核が遺跡に搬入されたが作業

が展開しないまま廃棄されたと考えられる。これらの遺

跡の多くは出土量も少なく , まとまった作業の痕跡がみ

とめられないことから、一時的に利用された可能性が高

い。

　複数石材の細石刃のみを保有する 3A 類においても、

細石核調整剥片の有無から 2 つに分けて推察すること

ができる。細石核調整剥片が伴う遺跡では、細石核が遺

跡内に搬入され石核調整が施された後、細石刃製作が行

われた可能性が高い。しかしある程度作業が進行した段

階で、細石刃の一部と細石核が遺跡外に搬出されたと考

えられる。反対に、細石核の調整剥片が確認されていな

い遺跡では、細石刃のみ搬入された可能性が高いが、細

石刃の数量が極端に少ないことから、同時に搬入された

細石刃の一部は遺跡外に搬出されたという仮説を立てる

こともできる。

　単一石材の細石刃のみを保有する 3B 類の遺跡では、

細石核調整剥片なども確認されていない。また細石刃と

同一石材からなる削器・掻器・彫器なども共伴すること

から、細石刃と共に搬入された可能性が窺える。またそ

れらの石器の中には、細石器製作とは異なる石材のもの

も含まれている。

　細石核と細石刃が伴わず、細石核調整剥片のみを保有

する 3C 類では、細石核が遺跡内に搬入されたのち細石

核打面を中心に調整が施されたが、細石刃製作を行わな

いまま遺跡外に搬出されたと判断することができる。細

石核調整と共に削器・掻器など各種石器の製作も進行さ

れたが、遺跡ごとに利用石材に違いがあることが特徴的

である。細石核調整剥片と同一石材から構成される削器

などの石器類、また剥片・砕片を保有する遺跡と、細石

核調整剥片とは異なる石材の石器類を主とする遺跡とで

は、石材の利用状況に差異が現れた。

考　　察
　韓半島における細石器製作では各類で異なった作業工

程パターンが存在することが確認された。これら各類の

出土状況から、一連の細石器製作の作業工程を復元する。

　まずⅠ：細石核原形作成、Ⅱ：細石核打面準備、Ⅲ：

細石刃製作からなる 3 つの製作工程と、Ⅳ：細石器の

使用または廃棄を含む、4 つの段階に分けることができ

る。特に第Ⅳ段階ではⅣ a：細石核の廃棄と、Ⅳ b：細

石刃の使用・廃棄とに細分可能である。しかしこれらの

段階は必ずしも全てが順番に行われるのではなく、個体

の状況によって省略または反復されることもある。例え

ば第Ⅱ段階の細石核打面準備は第Ⅲ段階の細石刃製作の

途中で打面再生という形で行われるときもあり、また素

材の段階で細石刃製作に適当な平坦面を持つ個体では初

めから第Ⅱ段階を省略する場合もある。また、第Ⅰ段階

の前に素材となる原石を獲得する段階が考えられるが、

遺跡内で明確な状況が確認されないため、ここでは第Ⅰ

段階に包括されるものとして捉えておきたい。

　このように個体ごとで作業工程に違いがあり、各個体

の状況によって柔軟に変化することがみとめられる。こ

れら一連の作業工程が確認される遺跡は少ないことか

ら、全工程が必ずしも一遺跡において行われるのではな

く、幾つかの遺跡にわたって分散され進行されたことが

わかる。

　以上のような傾向は、細石器製作の一連の肯定が遺跡

間を連結しながら行われたことを示しており、特に細石

核と細石刃はそれぞれ個体を異にし、様々な組み合わせ

で作業が展開されたものと考えられる。言い換えると、

各個体によって作業に段階差が存在し、一遺跡において

行われる作業単位は各遺跡で異なることが推察される。

　このように、細石器製作の作業工程は全ての遺跡にお

いて一貫しているが、各遺跡で進行された作業には個体

ごとに段階差が存在することを意味している。即ち、幾

つかの段階にわたり作業が行われた複合的な遺跡構造

と、ある段階の作業のみが切り取られた形で行われた単

位的な遺跡構造が共に細石器石器群を構成するものと考

えられる。特に前者では複数石材から構成される 1A・

1B・1C・2A・3A 類において多く、後者は単一石材か

ら構成される 2B・2C・3B・3C 類の遺跡で確認される。

これは各遺跡において作業が集中または分散するという

偏在性を持つためであり、一連の作業工程が異なる時空

間的範囲で一定の単位をもとに開始・終了されることを

意味しているものと判断される。

おわりに
　細石核と細石刃の石器組成と石材利用の状況を中心に

比較してみると、各遺跡で比率差が見られることと共に

多様な組み合わせが確認された。これらは遺跡内で行わ

れた作業と共に細石核・細石刃の搬入・搬出を通して遺
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跡間の作業連関が存在する事を意味している。

　このように細石器遺跡において見られる遺跡間の連鎖

関係は、移動生活と共に石器製作・使用・廃棄にいたる

一連の作業工程が段階的に行われたことを示すものとし

て理解される。移動パターンにもとづいて作業が進行さ

れたのか、あるいは石器製作作業にもとづいて移動パ

ターンに差異が現れるのか、両者の因果関係を明確に位

置づけることは困難であるが、深い関連性が存在するこ

とを疑う余地はないであろう。

　本論では韓半島における細石器遺跡を細石核と細石刃

に焦点を当てた石器組成と石材構成の関係を中心として

分類し、各遺跡において行われた作業工程を概観してき

た。しかし今後各石器群の性格を解析する上で、石器一

つ一つのより細かな属性観察と分類、また分布・接合状

況など、総合的な検討が必要であることは言うまでもな

い。それらをもとに、遺跡内における個体単位の作業工

程の特定と遺跡間の関係を時空間的に立体化して考える

研究体制を整えていかなければならない。
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